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データベース(エクセル)

属性情報

3D骨組

詳細３Ｄモデル

ＩＭＧ ＣＩＭソリューション（１/２）

エクセルベース
線形情報(路面線形座標)
キャンバー値(たわみ値)

エクセルベース
長さ・幅・板厚・材質・ボルト
塗装面積・数量・質量

複雑構造を再現
橋台・橋脚
伸縮装置・落橋防止装置・支承
排水装置・検査路・変位制限
ＰＣ桁
ＲＣ・PC床版
ＲＣ構造物
周辺環境

※手作業含む

自動プログラム処理対応ができない構造物は、手作業でモデリングを行い
ます。各種情報をエクセルベースとリンクさせることで共通のデータベー
スに収めることができます。
自動化は順次開発中ですが、手作業の併用により、自動化プログラム以外
でも短時間での3Dモデリングを可能としています。

エクセルベースに線形情報を入力します。
サグ量補完点の追加・キャンバー値付加による変形は、自動プログラム処理です。

対応橋種：鋼床版箱桁・従来鈑桁・少数主桁・箱桁・細幅箱桁・トラス橋（開発予定）
・合成床板（別システム）

3Dモデリングに必要な板厚・材質等の図面の属性情報をエクセルベースで入力
し、自動プログラム処理を経て、3Dモデリング出力を可能にすることができま
す。
また、各種図面に対しては、3Dモデリング内リンク画面表示にて一括管理を行
い、情報連携によるライフサイクルコストの低減化を目指しています。
【開発予定】 損傷図・竣工図・補修履歴・点検調書・維持管理計画



ＩＭＧ ＣＩＭソリューション（２/２）

データベース

部品一品展開図
(切断データ出力)

施工管理

３Ｄモデル出力

製作用帳票類
(手作業)

重心計算出力
(部材単位)

塗装面積計算出力
(部材の内側・外側)

データベース形式で各種汎用CADで出力可能
です。
（AutoCAD・NavisWorks・3DPDF）

データベース

３Dモデル

維持管理／施工管理

各種データの出力
帳票の出力／図面へのリンク

出来形管理情報

開発予定

板厚・材質・塗装・ボルト



工場製作モデルの有用性（１/７）

エクセルに小座標（ｘ,ｙ）と図面寸法からｚ値を入力することで３D骨組みを自動作成します。
また線形データ情報をエクセルベースで帳票出力できます。

Input , Output イメージ

線形計算ソフトの対応
JIPテクノサイエンス㈱ LINER
㈱横河技術情報 APOLLO
各ソフト出力の線形情報を直接使用することもできます。

①線形座標



工場製作モデルの有用性（２/７）

線形座標より構築した３D骨組みをベースに三次曲線を構築し、そのままソリッドモデルを
作成することも可能です。３Dプリンターを使用した橋梁や鋳物に対しては曲線をそのまま
利用することができますが、工場製作の鋼構造橋梁部品においては直線化が有用です。
アイエムジーでは、工場製作工程において3Dソリッドモデルを流用するべく、三次曲線を
直線化した後、再び3D骨組みを構築することも可能です。

②曲線の直線化

サグ量を判定して補完点を作成します

許容サグ量

仮想断面

変形後も板面角を維持

MX3D社による金属３Dプリントブリッジ

2点間を直線化した時の許容サグ量を設定し、設定値を超える場合の補
完点処理を行います。平面・側面共にサグ量の判定を行います。

サグ量の補完



工場製作モデルの有用性（３/７）

指定された各点でキャンバー値を付加し、倒れ(転び)を考慮します。

③キャンバー値の補正

完成形

製作形

エクセルでキャンバー値を入力すれば
システム内で補間点の値と倒れ(転び)を自動で計算します。



④属性情報の付加

工場製作モデルの有用性（４/７）

データベースから属性情報を自動取得します。
また各種属性や図面との連携が可能です。

データベースから自動取得

・座標
・材質
・質量
・長さ
・幅
・板厚
・部材数量
・塗装面積
・ボルト 等

属性情報をCAD上で確認が可能



④属性情報

工場製作モデルの有用性（５/７）

竣工図・各種調書・損傷図等の連携
（開発予定）

選択した部材をエクセルシートへ自動出力



工場製作モデルの有用性（６/７）

完成形３Ｄソリッドモデル
完成形3Dソリッドモデルには、現在開発進行中であるCIMソリューション
に対応すべく維持管理情報まで含む属性情報構築に取り組んでいます。
付属品の検査路も簡易プログラムにて高速3Dソリッドモデルを作成し、主
構造との干渉確認を実施します。路面・高欄・地覆においても、維持管理
情報を含めたモデリングを現在開発中です。

線形・図面情報が入力された数値データに対し、キャンバー値を付加し、
ソリッドモデルを構成していきます。それと同時に各部品の2D展開を実施
します。製作形3Dモデルにおいては、構造確認・溶接困難箇所・工場内仮
組立資料などに利用することができます。
一方で自動2D出力された部品データは、開先情報・各メーカー工場仕様情
報を付加し、切断データとして仕上げていきます。自動2D出力を可能にし
ているのは、冒頭の曲線ラインの直線化とサグ量判定です。また平面捻じ
れ部材(鋼床版デッキ・主桁ウェブ・上下フランジ・端横桁・横梁等)には、
三角展開を用います。橋梁モデルにおいは、船舶と異なり極端な曲面はほ
とんどありません。キャンバー付加に伴う捻じれの為、タスキ展開ではな
く、三角展開を採用しております。

製作形３Ｄソリッドモデル

骨組みを変形させれば、ソリッドモデルも追従して変形します。



工場製作モデルの有用性（７/７）

製作形の３Dソリッドモデルから一品展開が可能です。また、NC切断データも自動で出力が可能です。
複数の３Ｄソリッドモデルを作成する必要がないので、大幅なコストカットが可能になります。

工場製作・維持管理を含めたLCCの実現性

完成形３Ｄモデル

部品一品展開 工場製作へ

一般的な作業の場合

弊社システムの場合

設計図
既設図

干渉チェック・架設検討など

製作形モデル

工場製作モデル
（TRON-G system）

部品一品展開 工場製作へ設計図
既設図

干渉チェック・架設検討など

完成形と製作形の３Ｄソリッド
モデルを別々に作成する必要が
ない。

システムから自動で出力

維持管理
（開発予定）

補修設計
損傷図
点検調書


